
 

グアテマラだより 2025.３月  ５号      菅原 美和子（JICA 海外協力隊） 

３月も残りわずか、日本は学年末ですが、グアテマラでは１月に新学期（公立小学校は２月）が始まり、４

学期制で先週１０日から１４日までがテスト週間でした。行事が多くてあまり勉強していないのにテスト週

間はきちんと１週間あります。 

 

 

 

私の授業は、担任の先生も巻き込んで？TT で一緒に活動してもらいます。計算が速く正確にできるようにし

たいものですが、まずはノート、鉛筆、消しゴムだけを机の上に出して集中して話を聞くことを目標に！（こ

れがなかなか難しい！）５年生の先生が協力してくれて、かけ算九九の表示をそれぞれ作ってきてくれまし

た。作って終わりではなくて、かけ算九九はしっかり暗記するよう話しました。 

来月からは高学年は１つの段を１５秒以内で言えるよう取り組みます。（できるかな？） 

２月２０日はマリンバとテクン・ウマン（グアテマラの英雄）の日で、みんなが楽しく踊っていました。 

行事がある度授業がつぶれるのは困ったものです。これが勉強に集中できない理由の一つだとわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１６日（日）首都から西へ１７０キロ、トトニカパンで日本文化紹介があり、参加してきました。 

首都からバスで４時間ほどでクアトロカミノスに着き、さらにカミオネッタで３０分ほどで人口１０万人ほ

どの坂の多い町、トトニカパンに着きました。標高２５００ｍ、キチェ語を話す人も多くいるそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数以外に環境教育隊員が残したカルタを活

用して毎朝、子どもたちと交流。 

正解は〇ではなくㇾなのでこのカードは直さ

なくては！ 

毎週金曜日の全校朝会でラジオ体操始まる！ 
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泊ったホテルの近くでプロセッション（聖週間の山車）に出く

わし・・・民族衣装姿の女性たちが多く担いでいました。日本

文化紹介では習字を担当し、それぞれの名前を好みの文字で

書いてあげました。たくさんの人で３時終了がなかなか終わ

れませんでしたが、地方での開催もいいものですね。 

１８日（火）首都発１３時のバスがマニフェスタシオン（今回は保険加

入反対運動）にひっかかり、２時間のはずが１4 時間かかって任地到着。

何事もなくてよかった！以前勤めていた小学校からのビデオと写真を紹

介したり、日本の遊びを紹介したりと臨機応変に活動しています。 


